
1 
 

総合評価「復旧型」の運用状況について 

   平成 31年 2月 

 入札監理課 

 

１．災害復旧工事における入札・契約方式の現状 

（１）背景 

災害査定を受けて行う災害復旧工事について、透明性・公正性と円滑な発注の両立を求

めて総合評価（復旧型）を H29に新設。 

一方で、災害査定を受けて行う災害復旧工事であっても、随意契約ガイドラインで、現

場条件等により真に緊急を要するものについては随意契約の適用も可能としている。 

 

＜条件付一般競争入札（総合評価方式（復旧型））＞ 

災害査定を受けて発注する復旧工事が対象。   

＜随意契約（災害等緊急を要するもの＞ 

  災害等緊急を要する公共工事等は随意契約によることができるが、適用に当たって 

は、真に緊急を要するものに厳格化している。 

 

（２）現状（Ｈ２９～Ｈ３０．１１月分） 

・災害復旧工事の発注件数に対して、条件付一般競争（価格競争、総合評価(復旧型)）を

実施した割合は１６．８％（Ｈ２９）から３７．０％（Ｈ３０）に２０．２％増加。 

・一方、随意契約のうち、特に被災から１年以上経過して随意契約を適用した割合が、 

１９．７％（Ｈ２９）から、１２．０％（Ｈ３０）に７．８％減少。 

 

   ⇒ 復旧型の新設から１年以上が経過し、緊急性の度合いに応じた随意契約と条件付一般

競争入札の適切な使い分けが浸透してきた。 

 

  

２．今後の対応 

  引き続き、災害復旧工事における随意契約と条件付一般競争入札の適切な運用を行ってい

く。 

H30-H29

137 100.0% 92 100.0% 229 100.0%

　(1)随意契約件数 114 83.2% 58 63.0% -20.2% 172 75.1%

被災から1年以下の件数 87 63.5% 47 51.1% -12.4% 134 58.5%

被災から1年超の件数 27 19.7% 11 12.0% -7.8% 38 16.6%

　(2)条件付一般競争入札件数 23 16.8% 34 37.0% 20.2% 57 24.9%

価格競争 3 2.2% 8 8.7% 6.5% 11 4.8%

総合評価（復旧型） 20 14.6% 26 28.3% 13.7% 46 20.1%

災害復旧工事件数

合計H29

全体に占める割合

H30（11月分まで）
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災害復旧工事における入札・契約方式の適用イメージ 

 

災害復旧工事における随意契約と条件付一般競争入札（総合評価（復旧型）等）の適用イ

メージは、下記のとおり。 
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※1：出水期や降雪期等までに完成（あるいは工事着手）を図る必要がある工事や 

交通量が多い道路の災害復旧等、社会的影響が大きい工事等 
 
※２: 用地取得等の関係により災害発生から１年を経過したもので、個別事情によ 

り、直ちに復旧を図る必要のあるものに限る 
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